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・1学期後半に暫ったことも望蓬をれま

す。授業あノートの渡誓と、ワークの墳響
う

どちらもしっかりとしておきましょう。

・受雲は新tく 暫った衡想とともに、受訴

や単語に置功る曽亀は墳智と、縫議してぉ

・枠受も望竜
｀
します。鷺藉角監の穫い行を

縫築しておきましょう。

・教科書百.78～ 87 P。 96～ 105

,国語の寧智kワーク)
P,42～ 47 60～ 67

※P43の (3)～ (IO)、 P45の 9～ II

はやらなくてよい。

・学習漢字ノー ト P.22～ 33

・つまずかない文法の学習   P。 2～ I

・寧鎖 準う―ト

・国語の学智kワーク)
.製繁ラ_ト

★鷲Υ邑1ょ猶プの猪星より鐘なし

ます。最終の締め場りは国語のテ

ストがある凸です。

こくご

国語

・言縄諧亀もあるので義翡できるようにし

ておこう。
・普対から読み取る問題もあるのでワーク

などで取り組んでおきましょう。

・教群警ゃ装繁チリントを寛せしておきま

しょう。

・瞥室撃誓ノート(|つ Iつ

子寧に完考けをする。)

★提出日は担当の先生より連

絡 します。社会

蒐地・教糾警p48～ 79

・紅答の自望撃誓
う
p38～ 51

・瞥堂撃暫ノート p21～ 29

覇票笹あ韓▼ヽノート)
・装業歩リント

・教科警ゃノー トを寛色 し、勢髯のど寿や

等式・不等式をつくれるようにしっかりと

確認 しておくこと。

。ワークなどをくり返 し行い、たくさんの

問題に触れておくこと。

・最後まであさらめずに取 り組むこと。

・ノー ト

・ワーク (点検はP57ま でです)

(荒冷けをして莫望テ

*確雷場については、猶望の

発生の捲糸を、捜業そし,か

')と
きき、それに梃ちこと。

・教科書 P65～ P(78

・ワーク(数学の学習ノー ト)

P38～ 67(鷲棲はP57までです)
・毅等の基鶏際贈 (ドリル)

・製繁そ艶持したプリント

すうわfく

数学

用機をしっかりと胃えましょう。理紳の党

啓学督あ諧亀ゃプリントをくり鐘し腺きま

しょう。密度の罫贅や餐畳
'ヾ

一セント濃度

の計算はできるようにしておきましょう。

蒻餐や気株など授業そやったことをしっか

り復習しましょう。

・逆軒の党啓寧誓
う
(※箸ぃ劣]

郡を確望升ること。)

P28～ 35

(*+寧にかけているか、諧

題のページは|つ |つ丁撃に

答え合わせする。)

理科

・教糾警

だ撃:P138～ 170(サイエンス普対番

む)            ~
リカヽ   かんぜ々力ぐくしぃう
。理科の完全学習

P58～ 77(本誌 )

P28～ P35(箸い傷]稲 )

・嚢普箭 (wha十 /where/WhO/When/hOW/

how mony/whatt time/what+名詞)の文,

wonl十 o～ ,命令文の使い管を超緯して、箕幾

つくれるようにしておこう。

(丸つけをして提

確望曹、発曲は授業そ増糸

・ワーク

出)

ノー ト

英語

・教科書 p32～ 43

・ニューエンジョイワークp30～ 49

・装業チリント

もんだい

τます。※ リスニ ング問題があ ります。

ひ

※ テス トの日の の めます。 れなLヽよう[こ しましょう !


